
科学技術基本法14年目を迎えて

―日本の成果をみる
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日米欧のナノテク予算推移はその典型例
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備考： PPP(購買力平価）による換算に基づく

資料：OECD: “Main Science and Technology Indicators”
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１９９５：科学技術基本法

• 政府機関は科学技術に関わる計画立案義務

• 5年ごとの基本計画：重点目標、予算数値目標

• 総合科学技術会議を置き、省庁間を総合調整

２００４：大学法人化

• 予算（運営費交付金）は評価で決める

• 大学を競争的環境下に置く（個性で生きる）

• 学長の裁量の下に大学を置く



○政府研究開発投資の総額規模約２５兆円（計画期間中の対ＧＤＰ比１％、ＧＤＰ名目成長率3.1％を前提）人材の育成、イノベーションの創出を重点的に拡充○政府研究開発投資の総額規模○政府研究開発投資の総額規模約２５兆円約２５兆円（計画期間中の対ＧＤＰ比１％、（計画期間中の対ＧＤＰ比１％、ＧＤＰ名目ＧＤＰ名目成長率成長率3.13.1％を前提）％を前提）人材の育成、イノベーションの創出を重点的に拡充

○戦略的重点化－ 基礎研究の推進（自由発想、目的基礎）－ 重点推進４分野、推進４分野－ 戦略重点科学技術（国家基幹技術、安全・安心、国際競争力）○科学技術システム改革の推進－人材の育成・確保・活躍促進（若手、女性、外国人）,大学の人材育成機能の強化－科学の発展と絶えざるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出（大学の競争力強化、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ）－基盤強化（大学施設、先端大型共用設備）○説明責任、国民参画等○戦略的国際活動（アジアとの関係強化）
○戦略的重点化○戦略的重点化－－ 基礎研究基礎研究の推進（自由発想、目的基礎）の推進（自由発想、目的基礎）－－ 重点推進４分野重点推進４分野、、推進４分野推進４分野－－ 戦略重点科学技術戦略重点科学技術（国家基幹技術、安全・安心、国際競争力）（国家基幹技術、安全・安心、国際競争力）○科学技術システム改革の推進○科学技術システム改革の推進－－人材人材の育成・確保・活躍促進（若手、女性、の育成・確保・活躍促進（若手、女性、外国人）外国人）,,大学の人材育成機能の強化大学の人材育成機能の強化－科学の発展と絶えざる－科学の発展と絶えざるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出の創出（大学の競争力強化、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ）（大学の競争力強化、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ）－基盤強化（大学施設、先端大型共用設備）－基盤強化（大学施設、先端大型共用設備）○説明責任、国民参画等○説明責任、国民参画等○戦略的国際活動（○戦略的国際活動（アジアアジアとの関係強化）との関係強化）

第第第第１１１１期期期期第第第第１１１１期期期期

科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画

（（（（平成平成平成平成８８８８～～～～１２１２１２１２年度年度年度年度））））（（（（平成平成平成平成８８８８～～～～１２１２１２１２年度年度年度年度））））

第第第第２２２２期期期期第第第第２２２２期期期期

科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画

（（（（平成平成平成平成１３１３１３１３～～～～１７１７１７１７年度年度年度年度））））（（（（平成平成平成平成１３１３１３１３～～～～１７１７１７１７年度年度年度年度））））

第第第第３３３３期期期期第第第第３３３３期期期期

科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画科学技術基本計画

（（（（平成平成平成平成１８１８１８１８～～～～２２２２２２２２年度年度年度年度））））（（（（平成平成平成平成１８１８１８１８～～～～２２２２２２２２年度年度年度年度））））

○政府研究開発投資の総額規模約２４兆円 （実績21.1兆円 ）（計画期間中の対ＧＤＰ比１％、ＧＤＰ名目成長率3.5％を前提）○政府研究開発投資の総額規模○政府研究開発投資の総額規模約２４兆円約２４兆円 （（実績実績21.121.1兆円兆円 ））（計画期間中の対ＧＤＰ比１％、（計画期間中の対ＧＤＰ比１％、ＧＤＰ名目成長率ＧＤＰ名目成長率3.53.5％を前提）％を前提）

○戦略的重点化－基礎研究の強化－重点４分野への重点化ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料○科学技術システムの改革－競争的研究資金の大幅拡充－産学官連携の加速－大学等の施設整備等
○戦略的重点化○戦略的重点化－－基礎研究基礎研究の強化の強化－－重点４分野重点４分野への重点化への重点化ライフサイエンス、情報通信、環境、ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料ナノテクノロジー・材料○科学技術システムの改革○科学技術システムの改革－競争的研究資金の大幅拡充－競争的研究資金の大幅拡充－産学官連携の加速－産学官連携の加速－大学等の施設整備等－大学等の施設整備等
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）） ）） ＜基本姿勢＞○絶え間ない科学水準の向上とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを通じて社会・国民へ成果を還元する。○人材育成と競争的環境の重視＜３つの基本理念の下、６つの政策目標設定＞①飛躍知の発見・発明、②科学技術の限界突破③環境と経済の両立、④ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ日本、⑤生涯はつらつ生活、⑥安全が誇りとなる国

＜基本姿勢＞＜基本姿勢＞○絶え間ない科学水準の向上とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを通じ○絶え間ない科学水準の向上とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを通じて社会・国民へ成果を還元する。て社会・国民へ成果を還元する。○人材育成と競争的環境の重視○人材育成と競争的環境の重視＜３つの基本理念の下、６つの政策目標設定＞＜３つの基本理念の下、６つの政策目標設定＞①飛躍知の発見・発明、②科学技術の限界突破①飛躍知の発見・発明、②科学技術の限界突破③環境と経済の両立、④ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ日本、③環境と経済の両立、④ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ日本、⑤生涯はつらつ生活、⑥安全が誇りとなる国⑤生涯はつらつ生活、⑥安全が誇りとなる国＜基本理念＞ ～目指すべき国のすがた①知の創造と活用により世界に貢献できる国②国際競争力があり持続的発展ができる国③ 安心・安全で質の高い生活のできる国＜基本理念＞＜基本理念＞ ～目指すべき国のすがた～目指すべき国のすがた①知の創造と活用により世界に貢献できる国①知の創造と活用により世界に貢献できる国②国際競争力があり持続的発展ができる国②国際競争力があり持続的発展ができる国③③ 安心・安全で質の高い生活のできる国安心・安全で質の高い生活のできる国

推
進
戦
略

等
推
進
戦
略

等
投
資
規
模

等
投
資
規
模

等
基
本
方
針

等
基
本
方
針

等

○科学技術関係経費の総額規模約１７兆円 （実績17.6兆円）（２１世紀初頭に対ＧＤＰ比で欧米主要国並に引き上げる）○科学技術関係経費の総額規模○科学技術関係経費の総額規模約１７兆円約１７兆円 （（実績実績17.617.6兆円兆円））（２１世紀初頭に対ＧＤＰ比で欧米（２１世紀初頭に対ＧＤＰ比で欧米主要国並に引き上げる）主要国並に引き上げる）

○新たな研究開発システムの構築のための制度改革の推進・ ポスドク１万人支援計画の達成・ 産学官連携のための環境整備・ 任期制の導入・ 研究開発評価のための大綱的指針等
○新たな研究開発システムの構築の○新たな研究開発システムの構築のための制度改革の推進ための制度改革の推進・・ ポスドク１万人支援計画の達成ポスドク１万人支援計画の達成・・ 産学官連携のための環境整備産学官連携のための環境整備・・ 任期制の導入任期制の導入・・ 研究開発評価のための大綱的指針研究開発評価のための大綱的指針等等

＜基本的方向＞社会的・経済的ニーズに対応した研究開発の強力な推進と基礎研究の積極的な振興＜基本的方向＞＜基本的方向＞社会的・経済的ニーズに対応した研究開社会的・経済的ニーズに対応した研究開発の強力な推進と基礎研究の積極的な発の強力な推進と基礎研究の積極的な振興振興

（（（（１１１１）））） 第第第第１１１１期期期期、、、、第第第第２２２２期期期期、、、、第第第第３３３３期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画のののの特徴特徴特徴特徴

政策目標明確化
強化・拡充

理念の明確化
戦略性の強化
強化・拡充 ※※（※現時点の速報値） 強化・拡充

第第第第３３３３期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画 【文部科学省報告より】
第３期科学技術基本計画第３期科学技術基本計画

【出典：文部科学省】

２２２２



日本日本日本日本のののの競争的資金競争的資金競争的資金競争的資金はははは米国米国米国米国のののの実質一人実質一人実質一人実質一人あたりあたりあたりあたり

４４４４分分分分のののの１１１１

米国は科学技術関係予算の３割強を競争的資金に充てている。この資金

が米国の圧倒的な大学の研究開発力の源泉となっている。



資料：竹内淳 アルカディア学報



日米の研究教育資金の比較

CSTP 競争的資金制度改革ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 第一回資料より

☺☺☺☺

☺☺☺☺

☺☺☺☺

☺☺☺☺

☺☺☺☺

☺☺☺☺

☺☺☺☺

☺☺☺☺



文科省とＪＳＰＳとＪＳＴ

• ＪＳＰＳ：ＪＳＰＳ：ＪＳＰＳ：ＪＳＰＳ：大学大学大学大学などのなどのなどのなどの自発的基礎研究自発的基礎研究自発的基礎研究自発的基礎研究をををを支援支援支援支援 ２０００２０００２０００２０００

• ＪＳＴ：ＪＳＴ：ＪＳＴ：ＪＳＴ：国国国国のののの政策誘導型研究政策誘導型研究政策誘導型研究政策誘導型研究をををを支援支援支援支援 ５００５００５００５００

（（（（contract of wish of the societycontract of wish of the societycontract of wish of the societycontract of wish of the society ))))

振興調整費振興調整費振興調整費振興調整費（（（（総合科学技術会議総合科学技術会議総合科学技術会議総合科学技術会議・・・・文科省文科省文科省文科省））））

キーテクノロジーキーテクノロジーキーテクノロジーキーテクノロジー（（（（文科省文科省文科省文科省））））

競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金：：：： ＦｕｎｄｉｎｇＦｕｎｄｉｎｇＦｕｎｄｉｎｇＦｕｎｄｉｎｇ ＡｇｅｎｃｙＡｇｅｎｃｙＡｇｅｎｃｙＡｇｅｎｃｙ

• 文科省文科省文科省文科省 ビッグサイエンスビッグサイエンスビッグサイエンスビッグサイエンス（（（（天文天文天文天文、、、、高高高高エネエネエネエネ、、、、加速器加速器加速器加速器、、、、

宇宙宇宙宇宙宇宙、、、、海洋海洋海洋海洋、、、、地震地震地震地震、、、、防災防災防災防災、、、、原子力原子力原子力原子力））））

概算要求概算要求概算要求概算要求

国立大国立大国立大国立大・・・・独法独法独法独法のののの運営費交付金運営費交付金運営費交付金運営費交付金
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JST基礎研究事業の予算推移（グラフ）
JST基礎研究事業の予算推移（グラフ）
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社会技術研究推進事業戦略的創造研究推進事業（H15以降は社会技術［公募型］を除く）基礎的研究発展推進事業 (SORST)若手個人研究推進事業 (PRESTO)戦略的基礎研究推進事業 (CREST)国際共同研究事業 (ICORP)創造科学技術推進事業 (ERATO)計算科学技術活用型特定研究開発推進事業(ACT-JST)

H14年度以降は戦略的創造研究推

進事業（□□□□枠内）をタイプ別に分割



ここまで

日本のおかれた科学技術環境の概況

ここから

その中で近年の日本はどのように頑張っ

ているのか？

大学は頑張っている！



長期的な日本の基礎研究振興策の成果

が出てきた！

• 南部・小林・益川・下村氏に続く候補者？

• “日本全体で数十人はいつ受賞してもおかしくは
ない“

• Ｉ ＳＩ予測：日本候補者（第2位）増加

• 世界全体では数百人以上 日本ほぼ10分の１

←トップクラス研究が世界の10分の１のシェア

• トップクラスをどう生み出すか？

スモールサイエンス：科研費

科研費＋戦略創造

ビッグサイエンス



ノーベル賞と基礎科学

• 湯川・朝永・南部・佐藤・・・・型

• 小柴・小林・益川・戸塚型（KEK型）

• 白川・田中・下村型

• 江崎・榊・荒川型

• 末松・伊賀型

• 藤嶋・岩崎型

• 赤松・井口・野依・玉尾・細野型

• 外村型（装置型）

• 赤松・長倉・井口型

• 山中型



研究者に何を望みますか？

• What’s big？ Everyday question.

• 新大陸の発見（新分野）

藤島大陸,十倉大陸,細野大陸,山中大陸,

玉尾大陸、赤崎・中村大陸、

飯島・遠藤大陸、大野・樽茶大陸、・・・

• 未踏大陸への探検隊の派遣

ビクトリアの滝、キリマンジャロ山の発見

• 滝の研究、山の研究

• 水の研究、土の研究 どこに投資するか



大学等における発明等の実績大学等における発明等の実績 【出典：文部科学省】

７７７７



特許実施料収入の推移特許実施料収入の推移 【出典：文部科学省】

８８８８



ＴＬＯにおける特許実施許諾件数ＴＬＯにおける特許実施許諾件数 【出典：文部科学省】

１０１０１０１０



大学発大学発大学発大学発ベンチャーベンチャーベンチャーベンチャーのののの現状現状現状現状大学発大学発大学発大学発ベンチャーベンチャーベンチャーベンチャーのののの現状現状現状現状 【出典：文部科学省】

１２１２１２１２



1996年からの戦略創造の成果が

やっと出て来た



山中iPS細胞事件 ２００７．１１．１９．

• 科研費特定科研費特定科研費特定科研費特定・・・・奨励奨励奨励奨励 2003200320032003----8888年年年年 ＣＲＥＳＴＣＲＥＳＴＣＲＥＳＴＣＲＥＳＴ 研究総括研究総括研究総括研究総括：：：：岸本岸本岸本岸本 忠三忠三忠三忠三

• 2007200720072007年年年年11111111月月月月19191919日日日日 ひとひとひとひとiPSiPSiPSiPS細胞樹立細胞樹立細胞樹立細胞樹立 ＣｅｌｌＣｅｌｌＣｅｌｌＣｅｌｌ にににに発表発表発表発表

新聞新聞新聞新聞、ＴＶ、ＴＶ、ＴＶ、ＴＶのののの反響反響反響反響 当初誰当初誰当初誰当初誰もももも事件事件事件事件とととと言言言言ってくれないってくれないってくれないってくれない！！！！！！！！

海外海外海外海外でのでのでのでの反響反響反響反響 ＪＳＴＪＳＴＪＳＴＪＳＴ緊急支援決定緊急支援決定緊急支援決定緊急支援決定

井村井村井村井村・・・・岸本岸本岸本岸本・・・・本庶本庶本庶本庶・・・・西川委員会設置西川委員会設置西川委員会設置西川委員会設置 超法規的措置超法規的措置超法規的措置超法規的措置

文科省内外文科省内外文科省内外文科省内外でのでのでのでの取組取組取組取組みみみみ活発化活発化活発化活発化 特区特区特区特区としてのとしてのとしてのとしての試金石試金石試金石試金石

• 国内国内国内国内シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム（ＪＳＴ）（ＪＳＴ）（ＪＳＴ）（ＪＳＴ）１２１２１２１２月月月月２５２５２５２５日京都日京都日京都日京都（（（（駅駅駅駅ホテルホテルホテルホテル・・・・大学大学大学大学））））

• 国際国際国際国際シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム（（（（京都国際会館京都国際会館京都国際会館京都国際会館））））５５５５月月月月

• 「「「「研究者研究者研究者研究者になるになるになるになる方法方法方法方法」」」」 JSTJSTJSTJSTプレスルームプレスルームプレスルームプレスルーム編編編編 著者著者著者著者：：：：及川及川及川及川、、、、庄司庄司庄司庄司

東京書籍東京書籍東京書籍東京書籍（（（（2005200520052005）））） 現在現在現在現在のことがのことがのことがのことが予言予言予言予言されていたされていたされていたされていた

• 研究所研究所研究所研究所スペーススペーススペーススペース

• 特許問題特許問題特許問題特許問題

• 週刊誌週刊誌週刊誌週刊誌、、、、おおおお茶茶茶茶のののの間間間間、、、、子供子供子供子供たちたちたちたち イチローイチローイチローイチロー、、、、谷効果谷効果谷効果谷効果

• 山中大陸山中大陸山中大陸山中大陸のののの大大大大きさきさきさきさ 20202020年年年年、、、、30303030年年年年、、、、・・・・・・・・・・・・



iPSiPSiPSiPS細胞研究細胞研究細胞研究細胞研究にににに関関関関するするするする施策施策施策施策イベントイベントイベントイベントのののの概略概略概略概略
11月 12月 1月 2月 3月 6月 7月 8月

文部科学省 『iPS細胞(人工多能性幹細胞） 研究等の加速に向けた総合戦略』
総合科学技術会 iPS細胞研究WG『iPS細胞研究の推進について』総合科学技術会議 『革新技術総合戦略』総合科学技術会議 iPS細胞研究WG設置ヒトiPS細胞樹立成功の発表
京都大学『iPS アカデミアジャパン株式会社』設立

平成19年

4月 5月

平成20年

京都大学・理化学研究所マウスiPS細胞提供事業開始

総合科学技術会議iPS細胞研究WG 第1回開催文部科学省 『ヒトES細胞等からの生殖細胞の作製等に係る当面の対応について』

JST 国内シンポジウム開催JST 成果のプレス発表
JST 緊急支援策を発表

京都大学 『iPS細胞研究センター』設置 JST 国際シンポジウム開催
JST iPS細胞研究の新規課題募集開始

文部科学省 『ヒトiPS細胞等研究拠点整備事業』として４機関の採択を発表
内閣府ほか『スーパー特区』創設

JST iPS細胞研究の新規課題を採択 JST京都市内に山中チームの研究スペース整備を完了JST 山中チーム強化のための特別プロジェクトスタート

内閣府 『経済財政改革の基本方針
2008』

総合科学技術会『革新的技術推進費』文部科学省 『iPS細胞(人工多能性幹細胞） 研究等の加速に向けた総合戦略の具体化について』

11月 12月 1月 2月 3月 6月 7月 8月

文部科学省 『iPS細胞(人工多能性幹細胞） 研究等の加速に向けた総合戦略』
総合科学技術会 iPS細胞研究WG『iPS細胞研究の推進について』総合科学技術会 iPS細胞研究WG『iPS細胞研究の推進について』総合科学技術会議 『革新技術総合戦略』総合科学技術会議 『革新技術総合戦略』総合科学技術会議 iPS細胞研究WG設置総合科学技術会議 iPS細胞研究WG設置ヒトiPS細胞樹立成功の発表
京都大学『iPS アカデミアジャパン株式会社』設立京都大学『iPS アカデミアジャパン株式会社』設立

平成19年

4月 5月

平成20年

京都大学・理化学研究所マウスiPS細胞提供事業開始京都大学・理化学研究所マウスiPS細胞提供事業開始

総合科学技術会議iPS細胞研究WG 第1回開催総合科学技術会議iPS細胞研究WG 第1回開催文部科学省 『ヒトES細胞等からの生殖細胞の作製等に係る当面の対応について』文部科学省 『ヒトES細胞等からの生殖細胞の作製等に係る当面の対応について』

JST 国内シンポジウム開催JST 国内シンポジウム開催JST 成果のプレス発表JST 成果のプレス発表
JST 緊急支援策を発表JST 緊急支援策を発表

京都大学 『iPS細胞研究センター』設置京都大学 『iPS細胞研究センター』設置 JST 国際シンポジウム開催JST 国際シンポジウム開催
JST iPS細胞研究の新規課題募集開始JST iPS細胞研究の新規課題募集開始

文部科学省 『ヒトiPS細胞等研究拠点整備事業』として４機関の採択を発表文部科学省 『ヒトiPS細胞等研究拠点整備事業』として４機関の採択を発表
内閣府ほか『スーパー特区』創設内閣府ほか『スーパー特区』創設

JST iPS細胞研究の新規課題を採択JST iPS細胞研究の新規課題を採択 JST京都市内に山中チームの研究スペース整備を完了JST京都市内に山中チームの研究スペース整備を完了JST 山中チーム強化のための特別プロジェクトスタートJST 山中チーム強化のための特別プロジェクトスタート

内閣府 『経済財政改革の基本方針
2008』内閣府 『経済財政改革の基本方針
2008』

総合科学技術会『革新的技術推進費』総合科学技術会『革新的技術推進費』文部科学省 『iPS細胞(人工多能性幹細胞） 研究等の加速に向けた総合戦略の具体化について』



世界各地世界各地世界各地世界各地でのでのでのでのHOSONOHOSONOHOSONOHOSONOワークショップワークショップワークショップワークショップ予定予定予定予定 （（（（ここここここここ１１１１ケケケケ月月月月））））

発見発見発見発見：：：：2008200820082008年年年年2222月月月月22222222日日日日 JACSJACSJACSJACS、、、、特別特別特別特別プレスプレスプレスプレス発表発表発表発表、、、、ERATOERATOERATOERATO----SORSTSORSTSORSTSORST

2008.032008.032008.032008.03 新規新規新規新規プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの必要性検討必要性検討必要性検討必要性検討

1111週間後週間後週間後週間後にににに中国科学院物理学研究所中国科学院物理学研究所中国科学院物理学研究所中国科学院物理学研究所よりよりよりより論文論文論文論文：：：：さらにさらにさらにさらに高高高高いいいい臨界温度臨界温度臨界温度臨界温度

中国中国中国中国：：：：IOP,BeijingIOP,BeijingIOP,BeijingIOP,Beijing

Int. Workshop Int. Workshop Int. Workshop Int. Workshop ““““IronIronIronIron（（（（Nickel)Nickel)Nickel)Nickel)----based Superconductorsbased Superconductorsbased Superconductorsbased Superconductors””””

10/10/10/10/１１１１7777----19191919

http://lecp.iphy.ac.cn/meeting/index.htm http://lecp.iphy.ac.cn/meeting/index.htm http://lecp.iphy.ac.cn/meeting/index.htm http://lecp.iphy.ac.cn/meeting/index.htm 

ドイツドイツドイツドイツ：：：：IFW, DresdenIFW, DresdenIFW, DresdenIFW, Dresden

Int. Workshop "Physics and Chemistry of FeAsInt. Workshop "Physics and Chemistry of FeAsInt. Workshop "Physics and Chemistry of FeAsInt. Workshop "Physics and Chemistry of FeAs----based Superconductors"based Superconductors"based Superconductors"based Superconductors"

10/2710/2710/2710/27----29292929

http://www.ifwhttp://www.ifwhttp://www.ifwhttp://www.ifw----dresden.de/institutes/iff/events/events/feasdresden.de/institutes/iff/events/events/feasdresden.de/institutes/iff/events/events/feasdresden.de/institutes/iff/events/events/feas----workshop/feasworkshop/feasworkshop/feasworkshop/feas

■■■■DFGDFGDFGDFGががががプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトをををを発足発足発足発足

アメリカアメリカアメリカアメリカ１１１１：：：：Princeton(Bob Cava)Princeton(Bob Cava)Princeton(Bob Cava)Princeton(Bob Cava)

IronIronIronIron----based High Temperature Superconductorsbased High Temperature Superconductorsbased High Temperature Superconductorsbased High Temperature Superconductors

11/1311/1311/1311/13----14141414

http://www.physics.princeton.edu/pcts/hitc/hitc.htmlhttp://www.physics.princeton.edu/pcts/hitc/hitc.htmlhttp://www.physics.princeton.edu/pcts/hitc/hitc.htmlhttp://www.physics.princeton.edu/pcts/hitc/hitc.html

アメリカアメリカアメリカアメリカ２２２２：：：：Univ. Maryland(Laura Greene)Univ. Maryland(Laura Greene)Univ. Maryland(Laura Greene)Univ. Maryland(Laura Greene)

ICAM Workshop on FeICAM Workshop on FeICAM Workshop on FeICAM Workshop on Fe----pnictide and Related Superconductorspnictide and Related Superconductorspnictide and Related Superconductorspnictide and Related Superconductors

11/1611/1611/1611/16----17171717

http://icamhttp://icamhttp://icamhttp://icam----i2cam.org/conference/FeAs08/i2cam.org/conference/FeAs08/i2cam.org/conference/FeAs08/i2cam.org/conference/FeAs08/

細野大陸の大きさ

何があるか？

これから

77K?

LaFeOAs

５５Ｋ

7，8月

ノルウェー

アムステルダム



事業成果事業成果事業成果事業成果からからからから以下以下以下以下のののの３３３３つのつのつのつの視点視点視点視点ででででテーマテーマテーマテーマををををピックアップピックアップピックアップピックアップ

１１１１．．．．１００１００１００１００億円以上億円以上億円以上億円以上ののののマーケットマーケットマーケットマーケット規模規模規模規模がががが想定想定想定想定されるものされるものされるものされるもの

２２２２．．．．基礎研究基礎研究基礎研究基礎研究においてにおいてにおいてにおいてブレークスルーブレークスルーブレークスルーブレークスルーがあったものがあったものがあったものがあったもの

３３３３．．．．企業企業企業企業がががが実用化開発実用化開発実用化開発実用化開発をををを行行行行ったものったものったものったもの、、、、またはまたはまたはまたは実用化実用化実用化実用化へへへへ

向向向向けたけたけたけた研究開発研究開発研究開発研究開発がががが行行行行われているものわれているものわれているものわれているもの等等等等

１１１１．．．． 真真真真にににに臨床応用臨床応用臨床応用臨床応用できるできるできるできる多能性幹細胞多能性幹細胞多能性幹細胞多能性幹細胞のののの樹立樹立樹立樹立・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [CREST] [CREST] [CREST] [CREST] 

２２２２．．．． 電子波電子波電子波電子波のののの位相位相位相位相とととと振幅振幅振幅振幅のののの微細空間解像微細空間解像微細空間解像微細空間解像・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [CREST] [CREST] [CREST] [CREST] 

３３３３．．．． 超超超超GbitGbitGbitGbit----MRAMMRAMMRAMMRAMのためののためののためののための単結晶単結晶単結晶単結晶TMRTMRTMRTMR素子素子素子素子のののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [[[[さきがけさきがけさきがけさきがけ]]]]

４４４４．．．． 高密度励起子状態高密度励起子状態高密度励起子状態高密度励起子状態をををを利用利用利用利用したしたしたしたダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンド紫外線紫外線紫外線紫外線ナノデバイスナノデバイスナノデバイスナノデバイスのののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・ [CREST] [CREST] [CREST] [CREST] 

５５５５．．．． 超高速超高速超高速超高速ペタバイトペタバイトペタバイトペタバイト情報情報情報情報ストレージストレージストレージストレージ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [CREST][CREST][CREST][CREST]

６６６６．．．． 小池小池小池小池フォトニクスポリマープロジェクトフォトニクスポリマープロジェクトフォトニクスポリマープロジェクトフォトニクスポリマープロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [ERATO][ERATO][ERATO][ERATO]

７７７７．．．． 細野透明電子活性細野透明電子活性細野透明電子活性細野透明電子活性プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [ERATO][ERATO][ERATO][ERATO]

８８８８．．．． 透明酸化物透明酸化物透明酸化物透明酸化物ののののナノナノナノナノ構造構造構造構造をををを活用活用活用活用したしたしたした機能開拓機能開拓機能開拓機能開拓とととと応用展開応用展開応用展開応用展開プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [ERATO][ERATO][ERATO][ERATO]

９９９９．．．． ナノシートナノシートナノシートナノシートのののの創製創製創製創製・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [CREST] [CREST] [CREST] [CREST] 

１０１０１０１０．．．． ナノナノナノナノ微細制御表面微細制御表面微細制御表面微細制御表面によるによるによるによる細胞細胞細胞細胞からのからのからのからの組織再生技術組織再生技術組織再生技術組織再生技術のののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [CREST] [CREST] [CREST] [CREST] 

１１１１１１１１．．．． インフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルス感染過程感染過程感染過程感染過程のののの解明解明解明解明とそのとそのとそのとその応用応用応用応用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [CREST] [CREST] [CREST] [CREST] 

１２１２１２１２．．．． 審良自然免疫審良自然免疫審良自然免疫審良自然免疫プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [ERATO][ERATO][ERATO][ERATO]

１３１３１３１３．．．． 小林高機能性反応場小林高機能性反応場小林高機能性反応場小林高機能性反応場プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [ERATO][ERATO][ERATO][ERATO]

社会社会社会社会・・・・国際競争力国際競争力国際競争力国際競争力などなどなどなどニーズニーズニーズニーズ対応型対応型対応型対応型のののの目的基礎研究目的基礎研究目的基礎研究目的基礎研究をををを推進推進推進推進するするするする競争的資金制度競争的資金制度競争的資金制度競争的資金制度

（（（（富士山型富士山型富士山型富士山型））））

（（（（八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳

型型型型））））

（（（（牧場型牧場型牧場型牧場型））））

『戦略的創造研究推進事業』

◇◇◇◇企業化企業化企業化企業化、、、、またはまたはまたはまたは企業企業企業企業とのとのとのとの協同開発協同開発協同開発協同開発がががが進進進進むむむむ、、、、大型市場大型市場大型市場大型市場のののの期待期待期待期待できるできるできるできる最近最近最近最近のののの技術技術技術技術シーズシーズシーズシーズ事例事例事例事例◇◇◇◇



１１１１．．．．真真真真にににに臨床応用臨床応用臨床応用臨床応用できるできるできるできる多能性幹細胞多能性幹細胞多能性幹細胞多能性幹細胞のののの樹立樹立樹立樹立

研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

胚性幹細胞（ES細胞）は、高い増殖能とさまざまな細胞へと分化できる多能性を持つため、再生医学（細胞移植療

法）への応用が期待されている。しかし、ヒト受精卵から作製することによる倫理的問題や、移植の際の拒絶反応が

問題となっており、これらの問題を解決すべく患者自身患者自身患者自身患者自身のののの細胞細胞細胞細胞からのからのからのからの幹細胞作製手法幹細胞作製手法幹細胞作製手法幹細胞作製手法のののの樹立樹立樹立樹立が求められていた。

山中教授は、ヒト成人皮膚に由来する体細胞に、3つの因子をレトロウイルスベクターで導入して培養した結果、形形形形
態態態態やややや増殖能増殖能増殖能増殖能にににに加加加加えてえてえてえて、、、、遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現パターンパターンパターンパターンももももヒトヒトヒトヒトES細胞細胞細胞細胞とととと類似類似類似類似したしたしたしたヒトヒトヒトヒト人工多能性幹細胞人工多能性幹細胞人工多能性幹細胞人工多能性幹細胞（（（（iPS細胞細胞細胞細胞））））をををを樹立樹立樹立樹立したしたしたした。ヒ
トiPS細胞は、培養条件を変えることにより神経、心筋、軟骨、脂肪細胞、腸管様内胚葉組織など、様々な細胞へと分

化することができる。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○脊髄損傷脊髄損傷脊髄損傷脊髄損傷やややや心不全等心不全等心不全等心不全等のののの患者患者患者患者のののの体細胞体細胞体細胞体細胞からからからからiPS 細胞細胞細胞細胞をををを作製作製作製作製しししし、、、、さらにさらにさらにさらに神経細胞神経細胞神経細胞神経細胞やややや心筋細胞心筋細胞心筋細胞心筋細胞をををを分化分化分化分化させることによりさせることによりさせることによりさせることにより、、、、

倫理的問題倫理的問題倫理的問題倫理的問題やややや拒絶反応拒絶反応拒絶反応拒絶反応のないのないのないのない細胞移植療法細胞移植療法細胞移植療法細胞移植療法のののの実現実現実現実現がががが期待期待期待期待されるされるされるされる。。。。

参考：脊髄損傷患者は国内で約10万人。心疾患は、H18において国内の死因数第2位で、約18万人が死亡。

○iPS細胞から分化させる心筋細胞や肝細胞は、有効で安全な薬物の探索にも大きく貢献する。

ヒトヒトヒトヒト人工多能性幹細胞人工多能性幹細胞人工多能性幹細胞人工多能性幹細胞（（（（iPSiPSiPSiPS細胞細胞細胞細胞））））のののの樹立樹立樹立樹立にににに成功成功成功成功 細胞移植療法細胞移植療法細胞移植療法細胞移植療法のののの実現実現実現実現へへへへ期待期待期待期待

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「免疫難病免疫難病免疫難病免疫難病・・・・感染症等感染症等感染症等感染症等のののの

先進医療技術先進医療技術先進医療技術先進医療技術」」」」(H15-20)山中伸弥山中伸弥山中伸弥山中伸弥 （（（（京都大学京都大学京都大学京都大学 教授教授教授教授））））

レトロウイルスベクターレトロウイルスベクターレトロウイルスベクターレトロウイルスベクター成人皮膚

繊維芽細胞
Oct3/4 Sox2

Klf4

iPS 細胞細胞細胞細胞のののの樹立樹立樹立樹立

成功成功成功成功

分化誘導

神経細胞

心筋細胞

肝細胞

様々な細胞に

誘導される

3つの因子を導入

※iPS細胞（induced pluripotent stem cell）

国内特許出願数：3

海外特許出願数：4（特許電子図書館）
原著論文数：12（JDreamⅡ・邦文）



２２２２．．．．電子波電子波電子波電子波のののの位相位相位相位相とととと振幅振幅振幅振幅のののの微細空間解像微細空間解像微細空間解像微細空間解像

研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

「「「「高温超伝導体高温超伝導体高温超伝導体高温超伝導体のののの臨界電流臨界電流臨界電流臨界電流がなぜがなぜがなぜがなぜ低低低低いかいかいかいか」」」」についてについてについてについて、、、、基礎研究基礎研究基礎研究基礎研究からからからから原因原因原因原因をををを解明解明解明解明、、、、材料開発材料開発材料開発材料開発のののの基本特許基本特許基本特許基本特許をををを得得得得るるるる。。。。

それらの特許を利用して日本メーカーが線材市販を開始。

リニアモーターカー、低損失大電力送電線などが実用的なコストで実現可能に。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○米国米国米国米国にてにてにてにて、、、、このこのこのこの線材線材線材線材をををを用用用用いたいたいたいた実用送電路実用送電路実用送電路実用送電路でのでのでのでの送電実験送電実験送電実験送電実験がががが行行行行われるなどわれるなどわれるなどわれるなど、、、、本格的利用本格的利用本格的利用本格的利用にににに向向向向けたけたけたけた実証段階実証段階実証段階実証段階にににに。。。。

全米の電力ケーブル更新費用は、今後10年で総額10兆円であり、超伝導利用の可能性。

○都市における地下埋設型電力ケーブル設置、リニアモーターカー実現時には高温超伝導磁石利用を予想。

○ビスマス系線材は日本のお家芸に、イットリウム系は日米競合で開発中。

高臨界電流高臨界電流高臨界電流高臨界電流をををを可能可能可能可能とするとするとするとする高温超伝導線材高温超伝導線材高温超伝導線材高温超伝導線材のののの実現実現実現実現

ビスマス系超伝導線材高温超伝導ケーブル

サハラサハラサハラサハラのののの太陽光発電太陽光発電太陽光発電太陽光発電からからからから

のののの電力輸送電力輸送電力輸送電力輸送もももも可能可能可能可能にににに

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「極限環境状態極限環境状態極限環境状態極限環境状態におけるにおけるにおけるにおける現象現象現象現象」」」」

(H7-12)
北澤宏一北澤宏一北澤宏一北澤宏一 （（（（東京大学東京大学東京大学東京大学教授教授教授教授・・・・当時当時当時当時））））

高野幹夫高野幹夫高野幹夫高野幹夫 （（（（京都大学京都大学京都大学京都大学教授教授教授教授））））

北澤宏一

国内特許出願数：31（特許電子図書館）
原著論文数：70（J-DreamⅡ・邦文）
高野幹夫

国内特許出願数：18
海外特許出願数： 2（特許電子図書館）
原著論文数：111（JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

世界最高性能のトンネル磁気抵抗（TMR）素子を実現。信号のピック

アップ素子として使うことにより、ハードディスクの近年の超高密度化をさ

らに加速。2007年年年年にににに実用化実用化実用化実用化しししし、、、、現在現在現在現在ハードディスクハードディスクハードディスクハードディスクのののの主流技術主流技術主流技術主流技術となっていとなっていとなっていとなってい

るるるる。。。。

さらに将来の高性能不揮発メモリの候補であるMRAMの基幹素子とし

て期待。数年後の実用化を目指して開発中。

モトローラ・IBMをはじめ、国内の大手メーカを含め世界中の大手企業
がしのぎを削る開発競争が進んでいるMRAM開発の中、世界最高性能

の素子を実現し、日本日本日本日本のののの競争力強化競争力強化競争力強化競争力強化に拍車をかける成果。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○電気機器等の超小型化・大容量化・低消費電力化による市場の拡大。

○コンピュータの基本設計に変革をもたらす高機能化により、新たな使い

方や機能を有する電子機器の創出。

○小型電子機器、モバイル機器等の利用による利便性向上。

○ユビキタス社会の実現を通じた生活様式・行動様式の変革。

○ハードディスクハードディスクハードディスクハードディスクのののの市場規模市場規模市場規模市場規模はははは3兆円兆円兆円兆円（（（（2007年年年年））））、MRAMの市場規模は約
2兆円（2015年予想）

世界最先端の単結晶TMR一貫製造施設

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「ナノナノナノナノとととと物性物性物性物性」」」」

３３３３．．．．超超超超Gbit-MRAMのためののためののためののための単結晶単結晶単結晶単結晶TMR素子素子素子素子のののの開発開発開発開発（（（（平成平成平成平成14～～～～17年度年度年度年度））））

湯浅新治湯浅新治湯浅新治湯浅新治 （（（（独立行政法人産業技術総合研究所独立行政法人産業技術総合研究所独立行政法人産業技術総合研究所独立行政法人産業技術総合研究所 研究研究研究研究グループグループグループグループ長長長長））））

HDD, MRAMのののの高密度化高密度化高密度化高密度化結晶結晶結晶結晶MgO障壁障壁障壁障壁をををを用用用用いたいたいたいた高性能高性能高性能高性能TMR素子素子素子素子

国内特許出願数：11 （特許電子図書館）
海外特許出願数： 1 （特許電子図書館）
原著論文数：19 （JDreamⅡ・邦文）



４４４４．．．．高密度励起子状態高密度励起子状態高密度励起子状態高密度励起子状態をををを利用利用利用利用したしたしたしたダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンド紫外線紫外線紫外線紫外線ナノデバイスナノデバイスナノデバイスナノデバイスのののの開発開発開発開発

大串秀世大串秀世大串秀世大串秀世 （（（（独立行政法人産業技術総合研究所独立行政法人産業技術総合研究所独立行政法人産業技術総合研究所独立行政法人産業技術総合研究所副副副副センターセンターセンターセンター長長長長））））

研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

ダイヤモンドや酸化亜鉛は、半導体特性から紫外線発光ダイオード材料として世界の研究者の期待を集めていた

が、pn接合の実現が困難で実用にならなかった。CREST両研究者によりブレークスルー。ダイヤモンド・酸化亜鉛の
双方でpn接合が実現し、電流注入による発光を実現。発光ダイオード、さらにレーザーとして開発進行中。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○高密度光メモリー、紫外線顕微鏡、リソグラフィーなど短波長短波長短波長短波長をををを利用利用利用利用するするするする紫外光源紫外光源紫外光源紫外光源のののの開発開発開発開発。

○化学作用の強い光を利用する光反応加工、ガラス加工、医療用紫外レーザーを期待。

ダイヤモンド合成装置

ダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンドやややや酸化亜鉛酸化亜鉛酸化亜鉛酸化亜鉛ででででpnpnpnpn接合接合接合接合をををを実現実現実現実現

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「新新新新しいしいしいしい物理現象物理現象物理現象物理現象やややや動作原理動作原理動作原理動作原理にににに基基基基づくづくづくづく

ナノデバイスナノデバイスナノデバイスナノデバイス････システムシステムシステムシステムのののの創製創製創製創製」」」」(H13-18)

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「ナノナノナノナノ界面技術界面技術界面技術界面技術のののの基盤構築基盤構築基盤構築基盤構築 」」」」(H18-23)

酸化物酸化物酸化物酸化物・・・・有機分子有機分子有機分子有機分子のののの界面科学界面科学界面科学界面科学ととととデバイスデバイスデバイスデバイス学理学理学理学理のののの構築構築構築構築

川崎雅司川崎雅司川崎雅司川崎雅司 （（（（東北大学東北大学東北大学東北大学教授教授教授教授 ））））

紫外線発光紫外線発光紫外線発光紫外線発光ダイオードダイオードダイオードダイオード実現実現実現実現へへへへ

大串秀世

国内特許出願数：26（特許電子図書館）
原著論文数：20（JDreamⅡ・邦文）
川崎雅司

国内特許出願数：100

海外特許出願数： 5（特許電子図書館）
原著論文数：30（JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

「ブルーレイディスク」の次に来る第4世代光ディスクにはテラバイト級の容量が求められ、長らくホログラフィックメモ
リが本命とされながら実現しなかった。井上教授のグループは、コリニアホログラフィコリニアホログラフィコリニアホログラフィコリニアホログラフィのアイデアのもとにHVD
（（（（Holographic Versatile Disc））））のののの実用化実用化実用化実用化にににに成功成功成功成功した。記憶容量は将来的にはCDサイズサイズサイズサイズののののディスクディスクディスクディスク1枚枚枚枚にににに1.3テラバテラバテラバテラバ

イトイトイトイト以上以上以上以上と想定されている。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○本方式の標準化に向け、大手電機大手電機大手電機大手電機メーカメーカメーカメーカ等約等約等約等約20社社社社によるによるによるによるアライアンスアライアンスアライアンスアライアンスを形成。

○2007年、ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパのののの標準化推進機関標準化推進機関標準化推進機関標準化推進機関 Ecma Internationalにおいてにおいてにおいてにおいて国際標準規格国際標準規格国際標準規格国際標準規格としてとしてとしてとして採択採択採択採択された。これにより

本技術が世界市場で優位を占める期待が高まっている。

○豊橋技術科学大学内に産学連携コンソーシアムを設立し、企業と共同開発中。

1.3テラバイトテラバイトテラバイトテラバイトのののの第第第第４４４４世代光世代光世代光世代光ディスクディスクディスクディスクのののの開発開発開発開発

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「情報社会情報社会情報社会情報社会をををを支支支支えるえるえるえる新新新新しいしいしいしい

高性能情報処理技術高性能情報処理技術高性能情報処理技術高性能情報処理技術」」」」(H13-18)

国際標準規格国際標準規格国際標準規格国際標準規格にににに採択採択採択採択

従来型従来型従来型従来型２２２２光束光束光束光束ホログラフィホログラフィホログラフィホログラフィ 従来型に比べ、ひとつの光学系でホログラムを記録・再生出来るため、実用化に有利である。

５５５５．．．．超高速超高速超高速超高速ペタバイトペタバイトペタバイトペタバイト情報情報情報情報ストレージストレージストレージストレージ

井上光輝井上光輝井上光輝井上光輝 （（（（豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学 教授教授教授教授））））

国内特許出願数：69 （特許電子図書館）
原著論文数：242 （JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

石英に比べ透明度が低いとされていたプラスチックプラスチックプラスチックプラスチック光光光光ファイバーファイバーファイバーファイバーのののの透明性向上透明性向上透明性向上透明性向上に成功。従来の石英光ファイバーに

比べ、軽量で曲げに強く、かつ大容量大容量大容量大容量のののの信号伝送信号伝送信号伝送信号伝送が可能。すでに病院、オフィスビルなど大容量ビル内ネットワーク

配信で実用化に成功。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○高速プラスチック光ファイバーの分子デザイン及びこれを用いたギガビットネットワークシステムの開発を行い、

12Gbpsの高速伝送に成功。これを用いた、リアリアリアリアルルルルタイムタイムタイムタイム遠隔授業遠隔授業遠隔授業遠隔授業の実証実験（慶應義塾大学）、病院内ネット

ワークの構築（榊原記念病院）等を実現した。

○光学ポリマー中に無機ナノサイズ針状結晶を添加することによりポポポポリリリリママママーーーーのののの複屈折複屈折複屈折複屈折ををををゼゼゼゼロロロロにするにするにするにする技術技術技術技術を開発した。

高画質ディスプレイへの応用展開が期待される。

○国内の光ファイバー市場は約900億円、うちプラスチック光ファイバー市場は95億円（2006年・推計値）

高速プラスチック光ファイバー 延伸針状無機針状無機針状無機針状無機結晶結晶結晶結晶 ポリマーポリマーポリマーポリマー分子分子分子分子(a) アモルファス状態
(b) 配向状態光学ポリマーの複屈折がゼロになる

６６６６．．．．小池小池小池小池フォトニクスポリマープロジェクトフォトニクスポリマープロジェクトフォトニクスポリマープロジェクトフォトニクスポリマープロジェクト（（（（平成平成平成平成12～～～～17年度年度年度年度））））

小池康博小池康博小池康博小池康博 （（（（慶應義塾大学慶應義塾大学慶應義塾大学慶應義塾大学 教授教授教授教授））））

プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック光光光光ファイバーファイバーファイバーファイバーでででで

ギガビットネットワークギガビットネットワークギガビットネットワークギガビットネットワーク

新新新新しいしいしいしい光機能性光機能性光機能性光機能性ポリマーポリマーポリマーポリマーのののの開発開発開発開発にににに成功成功成功成功

ナノ微粒子を用いたゼロ複屈折性光学ポリマー

国内出願数：253
海外出願数： 11（特許電子図書館）
原著論文数：39（JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

新たな絶縁体－金属転移の理論に基づく精密な電子構造設

計を展開。Ca-Al酸化物など典型的な絶縁性物質からなる透明

導電体や透明アモルファス酸化物半導体を実現。価価価価格高格高格高格高騰騰騰騰をををを続続続続

けるけるけるけるインインインインジウジウジウジウムムムム代替代替代替代替材料材料材料材料としてもとしてもとしてもとしても注目注目注目注目。基礎研究成果をシーム

レスに実用化に繋げる研究開発プロジェクトに展開中。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○酸化カルシウムと酸化アルミニウムからなる典型的な絶縁体

C12A7 （12CaO・7Aｌ２O３）を透明導電体に変化させることに
成功。「「「「常識常識常識常識をををを覆覆覆覆すすすす発発発発見見見見」」」」と内外で報道された。

○セメントの原料の一種であるC12A7を利用して電子銃などの

電子デバイスの可能性を開拓。

○透明な酸化物半導体結晶及びアモルファス膜を使って高移高移高移高移

動動動動度度度度・・・・透明透明透明透明・・・・フフフフレキレキレキレキシシシシブルブルブルブルトラントラントラントランジジジジスタスタスタスタを実現。
アモルファス酸化物半導体フレキシブルトランジスタ

InGaO3(ZnO)5

ITO（（（（酸化酸化酸化酸化インジウムインジウムインジウムインジウムすずすずすずすず））））にににに

代代代代わるわるわるわる透明酸化物透明酸化物透明酸化物透明酸化物などなどなどなど

セメント材料である酸化カルシウムと酸化アルミニウム

から、透明導電体を実現

７７７７．．．．細野透明電子活性細野透明電子活性細野透明電子活性細野透明電子活性プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト （（（（平成平成平成平成11～～～～16年度年度年度年度））））

細野秀雄細野秀雄細野秀雄細野秀雄 （（（（東京工業大学東京工業大学東京工業大学東京工業大学 教授教授教授教授））））

ありふれたありふれたありふれたありふれた物質物質物質物質からからからから、、、、機能性材料機能性材料機能性材料機能性材料をををを開発開発開発開発

国内特許出願数：75 （特許電子図書館）
海外特許出願数： 9 （特許電子図書館）
原著論文数：30 （JDreamⅡ・邦文）



研究研究研究研究のののの概要概要概要概要研究研究研究研究のののの概要概要概要概要

酸化物および関連化合物の構成元素の組み合わせを変化させることで、

従来の概念や物性を凌駕する、新規機能性材料の探索等を行う。磁性

元素を含む物質が、高温で超伝導を示すことを発見。新しい超伝導ファ

ミリーの探索に世界中が注目。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○LaOFeAs（オキシニクタイド化合物）の酸素Oの一部をフッ素Fに置換
したものが、最大32Kの転移温度を持つ高温超伝導物質であることを

発見した。

○従来の金属系物質、銅酸化物系物質とは異なる、『『『『第第第第3のののの高温超伝導高温超伝導高温超伝導高温超伝導

体体体体（（（（鉄鉄鉄鉄Feをををを含含含含むむむむ化化化化合合合合物物物物））））』』』』をををを発発発発見見見見。

○鉄Feを含む化合物でこれほど高い転移温度を示したものはなく、新し

いタイプの高温超伝導物質であると考えられている。

○本系統には莫大な物質探索の可能性が広がっていることに加え、銅酸

化物系物質と異なる特徴があり、材料特性材料特性材料特性材料特性のののの向上向上向上向上がががが期待期待期待期待される。

LaOFeAsのLa部位をサマリウム（Sm）で置換した物質が、50Kを超え

る転移温度を示すとの報告がなされるなど、中国を中心とした研究

フィーバーが顕著。

LaOFeAs

転移温度＝32K（F置換率11%）

ランタンLa
酸素O

鉄Fe

ヒ素As

LaO

層

FeAs

層

８８８８．．．．透明酸化物透明酸化物透明酸化物透明酸化物ののののナノナノナノナノ構造構造構造構造をををを活用活用活用活用したしたしたした機能開拓機能開拓機能開拓機能開拓とととと応用展開応用展開応用展開応用展開プロジェクプロジェクプロジェクプロジェク

トトトト

（（（（平成平成平成平成16年度年度年度年度～～～～平成平成平成平成21年度年度年度年度））））

細野秀雄細野秀雄細野秀雄細野秀雄 （（（（東京工業大学東京工業大学東京工業大学東京工業大学 教授教授教授教授））））

新新新新タイプタイプタイプタイプのののの高温超伝導物質高温超伝導物質高温超伝導物質高温超伝導物質未開拓未開拓未開拓未開拓のののの物質系物質系物質系物質系にににに秘秘秘秘められためられためられためられた新機能新機能新機能新機能をををを発掘発掘発掘発掘



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

「「「「層層層層状化状化状化状化合合合合物物物物のののの単層剥離単層剥離単層剥離単層剥離」」」」といといといといううううユユユユニークニークニークニークななななプロプロプロプロセセセセススススによりによりによりにより、、、、酸酸酸酸化化化化チタンチタンチタンチタンなどをなどをなどをなどを厚厚厚厚ささささ約約約約1nmのののの2次元結晶次元結晶次元結晶次元結晶としてとしてとしてとして合合合合成成成成。。。。

ウェットプロセスによりナノシートを1層ずつ水溶液中で制御して堆積することに成功 、超薄膜化する技術を開発。

優れたセルフクリーニング機能を持つ光触媒膜、ナノレベルの厚さでも働く誘電体膜など、多彩な応用展開。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○簡便、安価なウェットプロセスにより人工格子人工格子人工格子人工格子薄膜薄膜薄膜薄膜にににに匹敵匹敵匹敵匹敵するするするするナノナノナノナノ構構構構造造造造のののの制御制御制御制御性性性性、、、、秩序秩序秩序秩序性性性性をををを実現実現実現実現。

○光触媒膜は新幹線の窓への適用を目指して試験車両にて性能評価中。汚れ防止関連の光触媒製品の市場規模

は2500億円。

○誘電体薄膜も半導体メーカー数社との共同研究に発展。

高機能光高機能光高機能光高機能光触媒薄膜触媒薄膜触媒薄膜触媒薄膜、、、、省省省省エネルギエネルギエネルギエネルギーーーー

薄膜薄膜薄膜薄膜電子電子電子電子デバイスデバイスデバイスデバイス等等等等のののの創創創創出出出出

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「エネルギエネルギエネルギエネルギーーーーのののの高高高高度度度度利用利用利用利用」」」」

(H14-19)

ナノシートナノシートナノシートナノシート(AFM(AFM(AFM(AFM像像像像))))ナノシートコロイドナノシートコロイドナノシートコロイドナノシートコロイド溶液溶液溶液溶液

レイヤーバイレイヤーレイヤーバイレイヤーレイヤーバイレイヤーレイヤーバイレイヤー

累積累積累積累積

光光光光触媒膜触媒膜触媒膜触媒膜

SrRuOSrRuOSrRuOSrRuO3333基板基板基板基板

ナノシートナノシートナノシートナノシート

誘誘誘誘電体電体電体電体膜膜膜膜

９９９９．．．．ナノシートナノシートナノシートナノシートのののの創製創製創製創製

佐佐佐佐々々々々木木木木 高義高義高義高義 （（（（物質物質物質物質・・・・材料研究機構材料研究機構材料研究機構材料研究機構 センターセンターセンターセンター長長長長））））

分子分子分子分子レベルレベルレベルレベルのののの厚厚厚厚さのさのさのさの新新新新しいしいしいしい2222次元次元次元次元ナノナノナノナノ物質物質物質物質をををを創製創製創製創製

国内特許出願数：49 （特許電子図書館）
海外特許出願数： 1 （特許電子図書館）
原著論文数：12 （JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

世界に先駈けて、温温温温度度度度でででで構構構構造変造変造変造変化化化化するするするする高分子高分子高分子高分子をををを約約約約20nm厚厚厚厚でででで固定固定固定固定したしたしたした表表表表面上面上面上面上でででで、、、、移植移植移植移植可可可可能能能能なななな細胞細胞細胞細胞シートシートシートシートをををを作製作製作製作製し、

組織再生を行う技術（細胞シート工学）をさらに発展させた。細胞や再構成組織中に観察される細胞接着構造などの

ナノ構造（細胞ナノドメイン）を積極的に制御し、三次元組織三次元組織三次元組織三次元組織構築構築構築構築へと発展させた。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○動物由来の血清を用いることなく、再生医療に使える細胞シートの作製に成功。

○温度変化（37℃→20℃）で細胞膜の構造を破壊することなく脱着させるプロセスの解析に成功。

→細胞膜の構造と機能を破壊することなく速やかに脱着できるため、再生医療に利用できる。

○皮膚・心筋・角膜・膀胱・食道・肺・血管・肝臓などの組織を対象とした再生医療の基盤テクノロジーの開発に成功。

角膜角膜角膜角膜・・・・心筋心筋心筋心筋はははは、、、、東北東北東北東北大大大大、、、、阪阪阪阪大大大大などでなどでなどでなどで臨臨臨臨床床床床応用応用応用応用をををを開開開開始始始始。。。。世世世世界市場界市場界市場界市場はははは角膜角膜角膜角膜移植移植移植移植だだだだけでけでけでけで100万万万万人人人人、、、、2000億億億億円規模円規模円規模円規模。。。。

角膜角膜角膜角膜はははは、、、、2011年年年年にににに欧州欧州欧州欧州でのでのでのでの販売承認販売承認販売承認販売承認をををを得得得得ることをることをることをることを目指目指目指目指してしてしてして、、、、2007年年年年からからからからフランスフランスフランスフランスでででで治治治治験開験開験開験開始始始始。。。。

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「医療医療医療医療にににに向向向向けたけたけたけた化化化化学学学学・・・・生生生生物物物物系系系系分子分子分子分子をををを利用利用利用利用したしたしたした

バイバイバイバイオオオオ素素素素子子子子・・・・システムシステムシステムシステムのののの創製創製創製創製」」」」(H13-18)

温度が変化するだけで脱着する細胞シート 眼類天疱瘡に対する自己口腔粘膜細胞シートの移植

角膜角膜角膜角膜、、、、重症心不全重症心不全重症心不全重症心不全などでなどでなどでなどで

画期的画期的画期的画期的なななな治療効果治療効果治療効果治療効果

構造構造構造構造とととと機能機能機能機能のののの破壊破壊破壊破壊
構造構造構造構造とととと機能機能機能機能のののの保持保持保持保持温度で構造変化するナノ微細制御表面 温度変化温度変化温度変化温度変化（（（（37℃→℃→℃→℃→20℃℃℃℃））））

酵素処理酵素処理酵素処理酵素処理 術術術術前前前前 術術術術後後後後2ヶヶヶヶ月月月月

１０１０１０１０．．．．ナノナノナノナノ微細制御表面微細制御表面微細制御表面微細制御表面によるによるによるによる細胞細胞細胞細胞からのからのからのからの組織再生技術組織再生技術組織再生技術組織再生技術のののの開発開発開発開発

岡野光夫岡野光夫岡野光夫岡野光夫（（（（東京女子医科大学東京女子医科大学東京女子医科大学東京女子医科大学 所長所長所長所長））））

再生医療再生医療再生医療再生医療にににに応用応用応用応用できるできるできるできる細胞細胞細胞細胞シートシートシートシート作製技術作製技術作製技術作製技術のののの確立確立確立確立

国内特許出願数：92

海外特許出願数：21（特許電子図書館）
原著論文数：173（JDreamⅡ・邦文）



１１１１１１１１．．．．インフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルス感染過程感染過程感染過程感染過程のののの解明解明解明解明とそのとそのとそのとその応用応用応用応用

研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

毎冬、高齢者や幼い子供の生命を脅かすインフルエンザウイルスと、宿主の遺伝子とのかかわりを解明し、抗ウ

イルス薬や生ワクチンの開発につなげることで、ウイルス感染症の克服を目指した。

自らが開発したウウウウイイイイルルルルススススのののの人工人工人工人工合合合合成法成法成法成法を駆使して、①インフインフインフインフルエルエルエルエンンンンザウザウザウザウイイイイルルルルスススス増殖機構増殖機構増殖機構増殖機構のののの解明解明解明解明、②ススススペペペペインインインイン風邪風邪風邪風邪

ウウウウイイイイルルルルスススス等等等等のののの高病原性発現機構高病原性発現機構高病原性発現機構高病原性発現機構のののの解明解明解明解明、③新規新規新規新規ワワワワクチンクチンクチンクチンのののの開発開発開発開発などの成果を上げた。

ウイルスウイルスウイルスウイルスのののの人工合成法人工合成法人工合成法人工合成法のののの開発開発開発開発

研究領域研究領域研究領域研究領域「「「「免疫難病免疫難病免疫難病免疫難病・・・・感染症等感染症等感染症等感染症等のののの

先進医療技術先進医療技術先進医療技術先進医療技術」」」」(H13-18)

新規新規新規新規インフルエンザワクチンインフルエンザワクチンインフルエンザワクチンインフルエンザワクチン開発開発開発開発

出芽中出芽中出芽中出芽中ののののAAAA型型型型ウイルスウイルスウイルスウイルス粒子粒子粒子粒子のののの内部構造内部構造内部構造内部構造（（（（横断面横断面横断面横断面））））ウイルスウイルスウイルスウイルス粒子内粒子内粒子内粒子内でででで7777本本本本のののの遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが中心中心中心中心のののの1111本本本本のののの遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子をををを取取取取りりりり囲囲囲囲んでいるんでいるんでいるんでいる
ウイルスウイルスウイルスウイルスＲＮＡＲＮＡＲＮＡＲＮＡ合成用合成用合成用合成用プラスミドプラスミドプラスミドプラスミド
ウイルスウイルスウイルスウイルス蛋白質合成用蛋白質合成用蛋白質合成用蛋白質合成用プラスミドプラスミドプラスミドプラスミド

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○高病原性H5N1鳥インフルエンザ、スペイン風邪、エボラ出血熱に関するウイルスの病原性発揮のメカニズム解

明を通じ、パンデパンデパンデパンデミミミミックックックック（（（（世世世世界的流行界的流行界的流行界的流行））））のののの対策対策対策対策・・・・抑制抑制抑制抑制に寄与する情報を提供。

○ウイルス人工合成法（リバース・ジェネティクス法)を、従来技術では困難なワクチン開発に応用。

・・・・弱毒改変型組換えウイルスの作製により、H5N1鳥鳥鳥鳥インフインフインフインフルエルエルエルエンンンンザザザザにににに対対対対するするするするワワワワクチンクチンクチンクチン

・・・・キメラウイルスの作製により、A型型型型とととと干渉干渉干渉干渉しないしないしないしないB型型型型インフインフインフインフルエルエルエルエンンンンザウザウザウザウイイイイルルルルススススワワワワクチンクチンクチンクチン を開発。

・・・・作製した組換えウイルスをもとに、複数複数複数複数のののの異異異異なるなるなるなるウウウウイイイイルルルルスススス感染症感染症感染症感染症にににに有効有効有効有効なななな多多多多価価価価ワワワワクチンクチンクチンクチン

河岡義裕河岡義裕河岡義裕河岡義裕 （（（（東京大学東京大学東京大学東京大学 教授教授教授教授））））

インフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルスのののの人工合成人工合成人工合成人工合成（（（（概念図概念図概念図概念図））））

国内特許出願数：3

海外特許出願数：5（特許電子図書館）
原著論文数：10（JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

ヒトが生まれながらにして持っている免疫（自然免疫）で、進

入してきた病原体由来の物質を認識し、生体防御反応を引き

起こす物質（TLR: Toll-Like Recepter)について、「病原体病原体病原体病原体のののの

出出出出すどすどすどすどんんんんなななな物物物物質質質質をををを認識認識認識認識するかするかするかするか」、「どのよどのよどのよどのよううううににににシグナシグナシグナシグナルルルル伝伝伝伝達達達達をををを

行行行行いいいい、、、、生生生生体体体体防御防御防御防御をををを引引引引きききき起起起起こすかこすかこすかこすか」の解明などを行った。また、

TLRが自然免疫のみならず、一度感染した病原体の再侵入

を防ぐ仕組み（獲得免疫）をも活性化させることも分かった。

免疫免疫免疫免疫をををを活性化活性化活性化活性化させるさせるさせるさせる物質物質物質物質（（（（TLR））））のののの役割役割役割役割とととと

シグナルシグナルシグナルシグナル伝達機構伝達機構伝達機構伝達機構をををを解明解明解明解明

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○自自自自然然然然免疫免疫免疫免疫系系系系ををををターターターターゲゲゲゲットットットットにしたにしたにしたにした創創創創薬薬薬薬のののの研究開発等研究開発等研究開発等研究開発等がががが進行進行進行進行中中中中。。。。

�世界で毎年150万人が犠牲になる敗血症の特効薬が、武田

薬品工業において臨臨臨臨床試床試床試床試験験験験のののの最終最終最終最終段階段階段階段階に。

�ヘルペスなどの感染症感染症感染症感染症治治治治療療療療薬薬薬薬がががが一部一部一部一部実用化実用化実用化実用化。

�欧米のバイオベンチャーにより、癌や喘息、アレルギー治療

薬、免疫賦活薬などの研究開発や臨床試験が開始された。

� （例） 固形ガンへの免疫増強作用を臨床試験中。

－Anadys Pharmaceuticals社（米）

○トムソンサイエンティフィック社による調査で、審良拠点長が

引引引引用用用用件数件数件数件数がががが多多多多いいいい科学科学科学科学者者者者としてとしてとしてとして2222年年年年連続世連続世連続世連続世界界界界一一一一に選ばれた。

１２１２１２１２．．．．審良自然免疫審良自然免疫審良自然免疫審良自然免疫プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト （（（（平成平成平成平成14～～～～19年度年度年度年度））））

審良静男審良静男審良静男審良静男 （（（（大阪大学免疫学大阪大学免疫学大阪大学免疫学大阪大学免疫学フロンティアフロンティアフロンティアフロンティア研究研究研究研究センターセンターセンターセンター 拠点長拠点長拠点長拠点長））））

免疫療法免疫療法免疫療法免疫療法やややや治療薬開発治療薬開発治療薬開発治療薬開発へのへのへのへの応用応用応用応用

国内特許出願数：23 （特許電子図書館）
海外特許出願数： 4 （特許電子図書館）

原著論文数：11 （JDreamⅡ・邦文）



研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要研究概要

有機溶媒を用いることが常識であった化学プロセスにおいて、有有有有機機機機溶媒溶媒溶媒溶媒をををを用用用用いいいいずずずずにににに水中水中水中水中でででで合合合合成成成成する手法を開発した。

同時に、高活性かつ回収回収回収回収・・・・再使再使再使再使用用用用がががが容容容容易易易易なななな金属触媒金属触媒金属触媒金属触媒のののの固定固定固定固定化化化化方法を開発し、環境負荷が少なく経済性に優れた化

学プロセスとして期待されている。

研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト研究成果研究成果研究成果研究成果ののののインパクトインパクトインパクトインパクト

○医薬品・農薬・香料などの合合合合成成成成のののの効率効率効率効率化化化化、有機化学原料の低低低低コストコストコストコスト化化化化。

○稀少金属など資資資資源源源源のののの有効活有効活有効活有効活用用用用。

○有機溶媒や金属触媒の排出削減による環境負荷の低減。

○環境環境環境環境調和型調和型調和型調和型化化化化学産業学産業学産業学産業への提案と実証。

○複数社による共同開発継続中。

金ナノクラスター担持高分子固定化触媒の模式図

（写真は金ナノクラスターの透過型電子顕微鏡像）

モレキュラーシープスモレキュラーシープスモレキュラーシープスモレキュラーシープス（（（（MSMSMSMS）））） ＭＳＭＳＭＳＭＳ担持担持担持担持不斉不斉不斉不斉ジルコニウムジルコニウムジルコニウムジルコニウム触媒触媒触媒触媒

１３１３１３１３．．．．小林高機能性反応場小林高機能性反応場小林高機能性反応場小林高機能性反応場プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト （（（（平成平成平成平成15～～～～20年度年度年度年度））））

小林修小林修小林修小林修 （（（（東京大学東京大学東京大学東京大学 教授教授教授教授））））

水中合成水中合成水中合成水中合成：：：：環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷のののの低減低減低減低減有機溶媒有機溶媒有機溶媒有機溶媒をををを使使使使わないわないわないわない化学化学化学化学プロセスプロセスプロセスプロセスのののの開発開発開発開発

国内特許出願数：138

海外特許出願数： 19（特許電子図書館）
原著論文数：14（JDreamⅡ・邦文）



事業成果事業成果事業成果事業成果からからからから以下以下以下以下のののの３３３３つのつのつのつの視点視点視点視点ででででテーマテーマテーマテーマををををピックアップピックアップピックアップピックアップ

１１１１．．．．経済的経済的経済的経済的ななななインパクトインパクトインパクトインパクトがががが大大大大きいものきいものきいものきいもの

２２２２．．．．社会的社会的社会的社会的なななな価値価値価値価値がががが高高高高いものいものいものいもの

３３３３．．．．企業企業企業企業がががが実用化開発実用化開発実用化開発実用化開発をををを行行行行いいいい製品化製品化製品化製品化したものしたものしたものしたもの、、、、またはまたはまたはまたは実用化実用化実用化実用化へへへへ向向向向けたけたけたけた開発開発開発開発がががが行行行行わわわわ

れているものれているものれているものれているもの等等等等

１１１１．．．．経済的経済的経済的経済的ななななインパクトインパクトインパクトインパクトがががが大大大大きいものきいものきいものきいもの

（（（（１１１１）））） GaN系青色発光系青色発光系青色発光系青色発光ダイオードダイオードダイオードダイオードをををを実用化実用化実用化実用化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[委託開発委託開発委託開発委託開発] ] ] ] 

（（（（２２２２）））） 生体適合性生体適合性生体適合性生体適合性にににに優優優優れたれたれたれたMPCポリマーポリマーポリマーポリマーのののの開発開発開発開発にににに成功成功成功成功・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[委託開発委託開発委託開発委託開発］］］］

２２２２．．．．社会的社会的社会的社会的なななな価値価値価値価値がががが高高高高いものいものいものいもの

（（（（３３３３）））） 皮膚皮膚皮膚皮膚にににに優優優優しくしくしくしく傷傷傷傷をををを早早早早くくくく治治治治すすすす創傷被覆材創傷被覆材創傷被覆材創傷被覆材のののの開発開発開発開発にににに成功成功成功成功・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[委託開発委託開発委託開発委託開発]]]]

（（（（４４４４）））） ナノテクノロジーナノテクノロジーナノテクノロジーナノテクノロジーをををを用用用用いたいたいたいた新新新新しいしいしいしい環境対応型建築用塗料環境対応型建築用塗料環境対応型建築用塗料環境対応型建築用塗料のののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[独創独創独創独創モデルモデルモデルモデル化化化化]]]]

（（（（５５５５）））） 文化財文化財文化財文化財にににに適適適適したしたしたした大型超高精細大型超高精細大型超高精細大型超高精細スキャナスキャナスキャナスキャナのののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[重点地域研究開発重点地域研究開発重点地域研究開発重点地域研究開発プログラムプログラムプログラムプログラム]]]]

（（（（６６６６）））） 閉鎖性海域閉鎖性海域閉鎖性海域閉鎖性海域におけるにおけるにおけるにおける環境創成環境創成環境創成環境創成プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[地域結集型研究開発地域結集型研究開発地域結集型研究開発地域結集型研究開発プログラムプログラムプログラムプログラム]]]]

３３３３．．．．企業企業企業企業がががが実用化開発実用化開発実用化開発実用化開発をををを行行行行いいいい製品化製品化製品化製品化したものしたものしたものしたもの、、、、またはまたはまたはまたは実用化実用化実用化実用化へへへへ向向向向けたけたけたけた開発開発開発開発がががが行行行行われているものわれているものわれているものわれているもの

（（（（７７７７）））） 液体電極液体電極液体電極液体電極プラズマプラズマプラズマプラズマをををを用用用用いたいたいたいた超小型原子発光分光分析装置超小型原子発光分光分析装置超小型原子発光分光分析装置超小型原子発光分光分析装置のののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・・・・・[[[[大学発大学発大学発大学発ベンチャーベンチャーベンチャーベンチャー創出推進創出推進創出推進創出推進]]]]

（（（（８８８８）））） ビフィズスビフィズスビフィズスビフィズス菌菌菌菌をををを用用用用いたいたいたいた抗抗抗抗がんがんがんがん剤剤剤剤プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム技術技術技術技術のののの開発開発開発開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [[[[産学共同産学共同産学共同産学共同シーズイノベーションシーズイノベーションシーズイノベーションシーズイノベーション化事業化事業化事業化事業]]]]

大学等大学等大学等大学等のののの優優優優れたれたれたれた研究成果研究成果研究成果研究成果のののの社会還元社会還元社会還元社会還元をををを目的目的目的目的にににに産学連携産学連携産学連携産学連携・・・・技術移転技術移転技術移転技術移転をををを推進推進推進推進

『新技術の企業化開発産学連携委託開発』

◇◇◇◇企業企業企業企業とのとのとのとの協同開発協同開発協同開発協同開発をををを行行行行っているっているっているっている、、、、大型市場大型市場大型市場大型市場のののの期待期待期待期待できるできるできるできる最近最近最近最近のののの開発事例開発事例開発事例開発事例◇◇◇◇



技術シーズは出て来ているのだが・・

• 海外が特許を買っていく

• 日本国内での実施が少ない

• 何が日本をそうさせているのか？？

新たな日本病が起きている！！



日本日本日本日本ののののＧＤＰＧＤＰＧＤＰＧＤＰのののの変遷変遷変遷変遷 １９５５１９５５１９５５１９５５～～～～
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主要国経済成長率主要国経済成長率主要国経済成長率主要国経済成長率のののの推移推移推移推移
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経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率のののの推移推移推移推移 1956（（（（昭和昭和昭和昭和31）～）～）～）～2008（（（（平成平成平成平成20））））年度年度年度年度
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中央中央中央中央････地方政府地方政府地方政府地方政府のののの借金借金借金借金

政府長期債務 773兆円（2006年8月）

対GDP比 220％ 税収18年分

地方財政赤字 199兆円

１０９２兆円（含短期借入金）

中央地方政府中央地方政府中央地方政府中央地方政府のののの国民国民国民国民にににに対対対対するするするする借金借金借金借金はははは

「「「「官製巨大老後保険官製巨大老後保険官製巨大老後保険官製巨大老後保険」」」」形成時代形成時代形成時代形成時代

もはや戻ってくるお金ではない



新しい日本病

元気な出稼ぎ父さんが

寄り付かない

留守宅



日本の輸入の推移 1966（（（（昭和昭和昭和昭和41）～）～）～）～2008（（（（平成平成平成平成20)年度年度年度年度
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日本の輸出の推移 1966（（（（昭和昭和昭和昭和41）～）～）～）～2008（（（（平成平成平成平成20））））年度年度年度年度
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日本日本日本日本のののの対外純資産対外純資産対外純資産対外純資産
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日本日本日本日本のののの所得収支所得収支所得収支所得収支のののの推移推移推移推移
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（（（（年度年度年度年度））））（（（（資料資料資料資料：：：：財務省財務省財務省財務省「「「「国際収支状況国際収支状況国際収支状況国際収支状況」）」）」）」）



主要国の対外純資産

（対GDP比）

日日日日 本本本本 250兆兆兆兆2,210億円億円億円億円 （（（（2007年末年末年末年末））））
48.5%

ドドドド イイイイツツツツ 107兆兆兆兆5,715億円億円億円億円 （（（（2007年末年末年末年末））））
26.4%

中中中中 国国国国 78兆兆兆兆7,510億円億円億円億円 （（（（2006年末年末年末年末））））
23.4%

香香香香 港港港港 61兆兆兆兆6,548億円億円億円億円 （（（（2006年末年末年末年末））））
273.0%

ススススイイイイスススス 55兆兆兆兆2,187億円億円億円億円 （（（（2006年末年末年末年末））））
116.5%

フランスフランスフランスフランス 13兆兆兆兆5,900億円億円億円億円 （（（（2006年末年末年末年末））））
4.8%

ロロロロシシシシアアアア ▲▲▲▲7兆兆兆兆5,195億円億円億円億円 （（（（2006年末年末年末年末）））） ▲▲▲▲
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日本日本日本日本ののののサービスサービスサービスサービス収支収支収支収支のののの推移推移推移推移
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日本日本日本日本のののの経常収支経常収支経常収支経常収支のののの推移推移推移推移 1965（（（（昭和昭和昭和昭和４０４０４０４０）～）～）～）～2008（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０））））年度年度年度年度
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1986年以来年以来年以来年以来22年間年間年間年間

貿易黒字約貿易黒字約貿易黒字約貿易黒字約10兆円兆円兆円兆円/年年年年
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家計貯蓄率家計貯蓄率家計貯蓄率家計貯蓄率のののの推移推移推移推移 1955（（（（昭和昭和昭和昭和30）～）～）～）～2006（（（（平成平成平成平成19））））年度年度年度年度

（％）（％）（％）（％）

1955 1965 1975 1985 1995 2000
（（（（年度年度年度年度））））（（（（資料資料資料資料：：：：内閣府内閣府内閣府内閣府））））

2006



1959195919591959 69696969 79797979 89898989 99999999

貯蓄
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資料資料資料資料：：：：平成平成平成平成１９１９１９１９年版国民生活白書年版国民生活白書年版国民生活白書年版国民生活白書

貯蓄と負債全世帯平均(万円万円万円万円））））

(年年年年））））

2000年年年年までまでまでまで個人貯蓄増加個人貯蓄増加個人貯蓄増加個人貯蓄増加

2000年以降年以降年以降年以降

企業利益企業利益企業利益企業利益

増加増加増加増加



2000年以降：企業栄えて民受

難

１９７０－９０

国 ○ 企業 ○ 国民 ○

１９９０－２０００

国：使う←国民：預ける

企業 ●

２０００以降

企業 ○ 国ー国民 ●



社会的価値社会的価値社会的価値社会的価値をををを経済活動経済活動経済活動経済活動へへへへ変換変換変換変換（（（（それがそれがそれがそれが行政行政行政行政））））

• ドイツドイツドイツドイツのののの例例例例：：：：100万人以上万人以上万人以上万人以上のののの新規雇用新規雇用新規雇用新規雇用がががが生生生生じたじたじたじた

電力固定価格買取制度電力固定価格買取制度電力固定価格買取制度電力固定価格買取制度→→→→投資急増投資急増投資急増投資急増→→→→経済拡大経済拡大経済拡大経済拡大

‘30年迄年迄年迄年迄にににに大量大量大量大量のののの太陽電池設備蓄積予定太陽電池設備蓄積予定太陽電池設備蓄積予定太陽電池設備蓄積予定

世界世界世界世界40各国以上各国以上各国以上各国以上がががが追随追随追随追随 年年年年5000億円国民投資億円国民投資億円国民投資億円国民投資

• 米国米国米国米国のののの例例例例：：：： １１１１兆円以上兆円以上兆円以上兆円以上のののの新新新新エネエネエネエネ投資始投資始投資始投資始まるまるまるまる

企業企業企業企業のののの社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動

例例例例：：：：シティシティシティシティ・・・・バンクバンクバンクバンク ゴールドマンゴールドマンゴールドマンゴールドマン・・・・サックスサックスサックスサックス

再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーへへへへ投資投資投資投資をををを呼呼呼呼びかけびかけびかけびかけ

シリコンバレーシリコンバレーシリコンバレーシリコンバレー→→→→ソーラーバレーソーラーバレーソーラーバレーソーラーバレーにににに変身変身変身変身

• 米国米国米国米国のののの例例例例：：：：マスキーマスキーマスキーマスキー法法法法でででで規制規制規制規制←←←←排気排気排気排気ガスガスガスガス削減計画削減計画削減計画削減計画

ホンダホンダホンダホンダCVCC→→→→低公害省低公害省低公害省低公害省エネエネエネエネ自動車自動車自動車自動車→→→→ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド

• 中国中国中国中国のののの例例例例

始原的資本主義段階始原的資本主義段階始原的資本主義段階始原的資本主義段階→→→→個人富裕篤志家個人富裕篤志家個人富裕篤志家個人富裕篤志家

３３３３千億円千億円千億円千億円、、、、MSK社社社社(日日日日））））をををを買収買収買収買収

• 補助金補助金補助金補助金とのとのとのとの比較比較比較比較 補助金方式補助金方式補助金方式補助金方式はははは税源税源税源税源がががが前提前提前提前提

国民国民国民国民のののの意識高揚不利意識高揚不利意識高揚不利意識高揚不利（（（（上限上限上限上限ありありありあり））））



21世紀のもう一つの科学技術の課題

• 地球規模課題：未来世代とのリソース共有

若者への挑戦課題

• 英国・エネルギー・気象変動省を設置

• “20 20 ｂｙ 2020” ＥＵ コミッション

• “Ｃｏｏｌ Ｅａｒｔｈ 50” 日本

• オバマ政権へ グリーンニューディール

• 「地球環境イデオロギー時代」

先進国間の調整

途上国への技術支援・自らの目標達成



ここまで 産業のシーズとしての基礎研究成果

研究成果の国民への還元

これから 社会・若者への科学技術の影響

より重要なバロメーターへ



高校生以下の生徒を対象とする国際

科学オリンピック

• 数学 ・・・ 1959年から（日本は1990年から参加）

• 物理 ・・・ 1967年から（日本は2006年から参加）

• 化学 ・・・ 1968年から（日本は2003年から参加）

• 情報 ・・・ 1989年から（日本は1994～1996年参加、

2006年から参加再開）

• 生物 ・・・ 1990年から（日本は2005年から参加）

• 天文 ・・・ 1996年から（日本は未参加）

• 地学 ・・・ 1996年から（１年おき。日本08年参加予定）

寺子屋、大師陣、10,000人目標？、野依、江崎・・・



39th International 

Physics Olympiad 
Hanoi (Vietnam) 

July 20 – 29, 2008

82 countries

育英型



• 日本学生科学賞(Wikipedia) 15,000人

中高生を対象とした自由研究コンテスト。

「科学の甲子園」。読売新聞社主催。

• 青少年のための科学の祭典 1992年～

多彩な実験や工作を会場内で展開

本物の科学に出会う体験型イベント

全国で年1回 県単位ネットワーク

地域ボランティア、各大学、地方自治体

中心：科学技術振興財団

• サイエンス・アゴラ（3日間、第3回、2000人）

コミュニケーターの祭典



国際夢比較国際夢比較国際夢比較国際夢比較 高校生夢調査高校生夢調査高校生夢調査高校生夢調査

「「「「人類人類人類人類にとってにとってにとってにとって２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀はははは

希望希望希望希望のあるのあるのあるのある社会社会社会社会になるとになるとになるとになると思思思思うううう」」」」

高校生高校生高校生高校生 中国中国中国中国 ８９８９８９８９％％％％

米国米国米国米国 ６３６３６３６３....５５５５％％％％

韓国韓国韓国韓国 ６３６３６３６３％％％％ （（（（フランスフランスフランスフランス６５６５６５６５％％％％

日本日本日本日本 ３５３５３５３５％％％％ SofresSofresSofresSofres統計局統計局統計局統計局））））

人生人生人生人生のののの目標目標目標目標：：：：

日本日本日本日本のののの高校生高校生高校生高校生

「「「「そのそのそのその日日日日そのそのそのその日日日日をををを楽楽楽楽しくしくしくしく暮暮暮暮らすらすらすらす」」」」をををを支持支持支持支持

1111９９９９９９９９９９９９（（（（財財財財））））日本青少年研究所日本青少年研究所日本青少年研究所日本青少年研究所

「「「「４４４４カカカカ国国国国のののの中中中中・・・・高校生対象意識調査高校生対象意識調査高校生対象意識調査高校生対象意識調査」」」」



2006年年年年9月月月月

週刊週刊週刊週刊ダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンドダイヤモンド

表紙表紙表紙表紙

自分自分自分自分のおのおのおのお父父父父さんもさんもさんもさんも

おおおお母母母母さんもさんもさんもさんも生生生生きがきがきがきが

いをいをいをいを持持持持っていないっていないっていないっていない

中学生中学生中学生中学生3万人万人万人万人65%

市進学園調査市進学園調査市進学園調査市進学園調査



21世紀型の日本

輸出だけを伸ばしてはいけない

伸ばすことは危険

しかし、国内産業必要 新たに10兆円規模

そのお金は日本にはある

新たな産業は「環境産業」

地球規模課題に応える産業



21世紀型の日本

21世紀型の研究へのニーズ

21世紀型の日本の役割

これまでの「豊かで安全な社会」に加えて

「グローバルな課題に応える日本」

• 若手のチャレンジ

• サイエンスが与える若者の夢

• サイエンスがお茶の間の話題に

その兆しは見えてきた・・・


